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  彙 報(昭 和52年7月 ～  昭和52年9月)

 人事異動

昭和52年

 7月1日 永野茂信(長 岡工業高等専門学

     校庶務課長)は,管 理部庶務課長

     に配置換

      松嶋 義文(管 理部 庶務課長)は,

     愛 媛大学庶務部庶務課長 に配置換

      安富治夫(奈 良工業高等専門学

     校会計課)は,管 理部展示課 に転任

 8月1日 田主誠稔を事務官(管 理部展示

     課陳列係長)に 採用

      中島聖勝(情 報管理施設技術室

     電子計算機係長)は,大 阪大学大

     型計算機セ ンター業務掛長 に転任

 9月1日 中島聖勝(大 阪大学大型計算機

     センター業務掛長)は,情 報管理

     施設技術室電子計算機係長 に併任

 国際 シンポ ジウムの開催

(The l st International Symposium, Division

of Ethnology, The Taniguchi Foundation)

テーマ 「東 アフ リカ牧畜民 における部族 関

    係一 戦争 と平和一 」

    (INTER-・TRIBAL R肌ATIoNs AMoNG

    EAsTERN AFRIGAN PAsToRALIsTs

    -WAR AND PEAcE-)

日 時 昭和52年9月7日(水)-14日(水)

場 所 国立民族学博物館,東 洋紡績総合研

    究所求是荘

摘 要 東アフ リカを フィール ドとしている

 文化人類学者を中心 として,ヨ ーロッパ,

 アメ リカか らも6名 の研 究者を招聴 して国

 際 シンポ ジウムが,本 館 な らびに財団法人

 民族学振興会千里事務局の共催,財 団法人

 谷 口工業奨励会45周 年記念財団の後援によ

 って,開 催 された 。シンポジウムの前半 は

 本館で,後 半の3日 間(9月12日 一14日)は,

 東洋紡績総合研究所求是荘に場所を移 して
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 行われた。館内外か らの多数 の参加者をえ

 て,期 間内に10の セ ッシ ョンと統合討論を

 消化す るという厳 しい 日程 に もか 々)わら

 ず,終 始,活 発な討論が展開された。今後'

 に実り多い成果が期待されている。

組織委員会

 委員長

  梅樟 忠夫 国立民族学博物館長

 委 員

  祖父江孝男 国立民族学博物館第1研 究

        部長 ・教授

  佐々木高明 国立民族学博物館第2研 究

        部長 ・教授

  富川 盛道 東京外国語大学アジア・ア

        フリカ言語文化研究所教授

  宮本 繁雄 国立民族学博物館管理部長

実行委員会

 委員長

  福井 勝義 国立民族学博物館第3研 究

        部助教授

 委 員

  江ロ ー久 国立民族学博物館第3研 究

        部助教授

  端  信行 国立民族学博物館第3研 究

        部助教授

  松原 正毅 国立民族学博物館第2研 究

        部助教授

  和田 正平 国立民族学博物館第3研 究

        部助教授

 事務局

  湯浅 叡子 財団法人民族学振興会千里

        事務局事業部長

  宇治日出二郎 財団法人民族学振興会千

        里事務局事業部事業課長

  尾崎 洋子 財団法人民族学振興会千里

        事務局事業部事務員

  小山 修三 国立民族学博物館第4研 究

        部助教授

  秋道 智彌 国立民族学博物館第2研 究

        部助手
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  宮 本  勝 国立 民 族学'博物 館 第5研 究

         部 助 手

  中牧 弘允 国立 民 族学 博 物 館 第1研 究

         部 助 手

  田邊 繁 治 国立 民 族 学博 物 館 第2研 究

         部 助 手

  森 川 国 雄 国立 民 族 学 博物 館管 理 部 庶

         務 課 共 同 利 用係 長

日 程

9月7日(水)

 13:00-13:30

  開会 の辞 伊藤 幹 治

  キ イ ノ ー ト ・ス ピー チ 梅 樟 忠夫

  ``African studies by Japanese Anthro-

  pologists,,

 13:40-一一16:40

  セ ツ シ ョ ン1 座長 富川 盛 道

  報 告 者 U.ALMAGOR

  テー マ ``Raiding, Endogamous Alter-

       nations and the Scarcity  of

           ,,       women

   コ メ ン トP.T. W. BAXTER

9月8日(木)

 9:40-12:40

  セ ツ シ ョ ン2 座 長 U.ALMAGOR

  報 告 者P.T. W. BAXTER

  テ ー マ ``Boran',

   コ メ ン ト A.H. JACOBS

 14,00-17:00

  セ ッ シ ョ ン3 座 長 U.ALMAGOR

  報 告 者 S.TORNAY

  テ ー マ "Contemporary Armed Con一

       伍cts in the Lower Omo Valley

       (1970-1976), an Analysis from

       within Nyangatom Society,,

   コ メ ン ト D.TURTON

9月9日(金)

 9:00-12=00

『 セ
ツ シ ョ ン4 座 長 A.H. JACOBS

  報 告 者 D.TURTON

   テ ー マ "The Role of Warfare and

         Population Movements in the

         Formation of Ethnic Groups:

         thc Case of the Mursi and the

         Bodi,,

   コ メ ン ト 福 井 勝 義

 13:00-16=00

   セ ツ シ ョ ン5 座 長A.H.JACOBS

   報 告 者 福 井 勝 義

   テ ー マ `℃olor Symbolism of Cattle

         and Warfare:Social Integration

         and Inter-Tribal Slaying in the

         Bodi,,

   コ メ ン ト U.ALMAGOR

 16:30-19:30

   セ ツ シ ョ ン6 座 長 A.H. JACOBS

   報 告 者 D.TODD

   テ ー マ "War and Peace Bet鴨en the

         Bodi and Dime of Southwest

         Ethiopia,,

   コ メ ン ト S.TORNAY

9月10日(土)

 10;OO-13:00

   セ ッ シ ョ ン7 座 長P,T. W. BAXTER

   報 告 者 A.H. JACOBS

   テ ー マ "Maasai Inter-Tribal Rela-

         tiolls:Belligerent Herdsmcn or

         Peaceable Pastoralists?"

   コ メ ン ト 富 川 盛 道

 14=OO-17=00

   セ ツ シ ョ ン8 座 長P.T. W. BAXTER

   報 告 者 富 川 盛 道

   テ ー マ ``lnter-Tribal Relations of the

         Datoga with their Nさighbors,,

   コ メ ン ト A.H. JACOBS

gJヨ12日(月)

 13:00-16=OO

   セ ツ シ ョ ン9 座 長 U.ALMAGOR

   報 告 者 E.FRATKIN(ペ ー パ ー 参 加)

   テ ー マ "The Marginal Role of the

          Iloibonok Diveners in Samburu

          Warfare"

                               875



  コメ ン トP.T. W. BAXTER

9月13日(火)

'9
:00-10:30

  総 合 討 論(1)座 長 米 山 俊直

  問題 提 起 者 U.ALMAGOR,

       P.T. W. BAXTER,

       A.H. JACOBS

 10 : 45-12 : 30

  総 合 討 論(2)座 長 A.H. JACOBS

 14:00-15:00

  総 合 討 論(3)座 長 S.TORNAY

 15:00-15:45

  出版 に 関 す る討 議

 16:00-17:30

  自 由討 論 座 長 谷   泰

  テ ーマ 「日本 に お け る人 類学 研 究 」

 17:30-17 , 40

  閉会 の辞 梅 樟 忠夫

      P。T. W. BAXTER

9月14日(水)

 9:00-12=OO

  出版 編 集 に関 す る具 体 的 討 議

        座 長 福 井 勝 義

参 加者

・報 告者

 Uri ALMAGOR Senior Lecturer, Depart-
            ment of Sociology and 

           Social Anthropology, The 

            Hebrew University of 

             Jerusalem 

Paul T. W. Senior Lecturer and Tutor, 
    BAXTER Department of Social An-

            thropology, University of 

             Manchester

福 井 勝 義  国 立民 族 学 博 物 館 助教 授

Alan     Professor and Chairman,

 H・JA・ ・B・D・p・ ・tm・nt・f A・th・ ・一

   国立民族学博物館研究報告  2巻4号

       pology, Western Michigan

       University

谷   泰  京都大学人文科学研究所

       助教授

富川 盛道  東京外国語大学 アジア ・ア

       フ リカ言語文化研究所 教

       授      .

David TODD Research Fellow Impe-

           rial College of Science 

            and Technology, Industrial 

           Sociology Unit 

Serge  TORNAY Lecteur, Laboratoire d' 

           Ethnologic et de  Sociologic 

            Comparative,  Universite 

           de Paris X 

David TURTON Senior Lecturer, Depart-

            ment of Social Anthro-

            pology, University of 

              Manchester

・討論者        '

 日野 舜也  東京外国語大学アジア・ア

        フリカ言語文化研究所 助

       教授

 伊谷純一郎  京都大学理学部 助教授

 田中 二郎  京都大学霊長類研究所 助

       教授

 和田 正平  国立民族学博物館 助教授

 米山 俊直  京都大学教養部 助教授

 館内合同研究会

昭和52年

 9E20日 「ハワイの日系多国籍宗教」

              中牧 弘允

      「民族誌映画の実際と問題点」

              大森 康宏

海外 における研究 ・調査 ・収集活動

 氏 名  所属 ・官職     出 発   帰 国       行   先

和 田 正平(第3研 究部助 教授) 52.7.1 52.8.31 連合王国,ナ イ ジェ リア,カ メル

                      ー ン,中 央ア フ リカ,ケ ニア,エ

                      チオピア,ス ーダ ン1,エ ジプ ト
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小 谷 凱宣(第 ユ研究部助教授) 52.7.3 52.9.12 アメ リカ合 衆国

吉田 集而(第2研 究部 助手)  52.7.17 52・8.5 イ ン ドネシア共和 国

須藤 健 一(第3研 究部 助手)  52・8.10 52.9.20  マ リアナ諸島,カ ロ リン諸島,パ

                           ラオ諸 島,マ ー シャル諸島,ア メ

                            リカ合衆 国

君島 久子(第1研 究部教 授)  52.8.15 52.8.28  中華人民共和国

田邊 繁治(第2研 究部 助手)  52・8・21 52.9.10 タイ

 来館者抄

昭和52年

 7月7日 林 雄二郎(財 団法人 トヨタ財

          団専務理事)

 7月11日Keir DAv1DsoN(イ ギ リス ・

          Reeds University)

 7月26日 石井 健一(姫 路 工 業 大 学 教

          授)

 7月27日 斉藤 広志(ブ ラジル ・サンパ

           ウロ大学教授)

 8月16日 国際理解教育 日米合 同ワーク

      ショツフ。

     Jackson H. BAILEy(Ear1ham

          College教 授)

      Betty BuLLARD (Asia Society

          教育部長)

      Robin McKEowN(California

           大学教授)

      永井 滋郎(広 島大学教授)

      正井 泰夫(筑 波大学教授)

      構上  泰(文 部省初等 中等教

           育局教材調査官)

      広津 和夫(福 岡県教育セ ンタ

           ー研究主事)

 8月23日 高木 径子(ア メ リカ合衆国・マ

           サチ ューセ ッッ大学

           ボス トン校助教授)

      宮崎 信江(ブ ラジル ・サ ンパ

           ウロ大学附属博物館

           館員)

9月5日 江原 昭善(京 都大学教授)

    中国博物館建築考察団

    宋 汝 蓼(北 京市建築設計院

        長)

    趙 有 光(中 国歴史博物館辮

        公室副主任)

     宣 祥 塞(北 京市建築設計院

        副院長)

     秦 済 民(北 京市建築設計院

        技師)

     陳 謀 宰(北 京市建築設計院

        技師)

     劉 紹 敏(北 京市建築設計院

        技師)

     那 景 成(北 京市建築設計院

        技師)

     茅 定 贅(北 京市建築設計院

        技師)

     沈 振 平(北 京市建築設計院

        技師)

     施 力 行(中 国歴史博物館美

        術工芸班責任者)

9月12日 中村 光男(イ ン ドネシア ・

        Social Science

        Research Training

        Station)

9月14日 R.obert DAHL(ア メリカ合衆国

        ・エール大学教授)

9月22日 川村 俊蔵(京 都大学教授)
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化 人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究ノー ト,調

査研究活動報告等 を掲載 ・発表することによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展 に寄与する もの

である。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿す ることができる者 は,次 の とお りとす る。

(1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 という。)の教 官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組織,

 運営に関与す る者

(2)本 館が受け入れた各種研究員及び研 究協力者

(3)そ の他本館 において適 当と認めた者

3.原 稿を寄稿す る場合 は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研究活動報告等の うち,い ずれで あ

 るかをその表紙 に明記する ものとす る。なお,こ の区分 についての最終的な調整は,国 立民族

学博物館研究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」 とい う。)に おいて行 う。(編 集する場合 は,

原則 として論文及 び資料 ・研究 ノー トを1段 組,そ の他の ものを2段 組 と して取 り扱 う。)

4.原 稿執筆 における使用言語 は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイ ン語,ロ シァ語,中 国語

及 び ドイツ語の うちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し,そ の他の言語を用い る場合 は,

編集委員会 に相談 する ものとする。

5.特 殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要 な場合 は,編 集委員会 に相談す るものとす る。

6.寄 稿す る原稿が論文で,日 本語を使用す る場合は,原 則 と して英文 によ り500語 程度の要 旨

 を付けるもの とし,そ の他の言語による論文の場合 は,編 集委員会 に相談する もの とす る。な

 お,寄 稿す る原稿については,執 筆 者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記 しな ければ

 な らない。

7.寄 稿 する原稿の枚数は,原 則 として制限 しない。ただ し,編 集す る場合 は編 集委員会の判断

 によ り,紙 数等の関係か ら分割 して掲載す ることが ある。

8.寄 稿 する原稿 は,必 ず清書(欧 文の場合 はタイプ)し,原 稿 の写 し1部 を添付す るもの とす

 る。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理 する。

9.寄 稿された原稿 は,審 査委 員会 において審査 の うえ,採 否を決定す る。なお,原 稿 は,採 否

 にかかわ らず原則 と して返却 しない。

10.稿 料の支払い,掲 載料の徴収 は行わない。

11.原 稿の執筆に当っては,別 に定 める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12.原 稿 の寄稿先及び連絡先 は,次 の とお りとす る。

〒565大 阪府 吹田市千里 万国博記念公園

   国立民族学博物館内

   国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話 代表06-876-2151)
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蝋

国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿 は,200字 詰原稿用紙を使 用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿 は,図,表 を除 き,原 則 として黒 インクを使用する。

3・ 日本語を使用 して執筆す る場合 は,原 則 と して当用漢字,現 代かなつかいを用 いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等 は,原 則 と して原稿用紙のマス目1字 分の扱いをする。

5.原 稿中の年号,月 日及びその他 の数字 は,原 則 としてア ラビァ数字を用いる。なお,年 号は,

 原則 と して西暦 とす る。

6・図及び表は,一 図,一 表 ごとに別紙 に書 き,本 文 とは別 に一括 して添付する ものとす る。な

 お,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等の要領により記入),図,表 名及 び説明並びに

 出典等を記 し,本 文原稿の欄外には,そ れぞれのそ う入箇所 を指定す るもの とする。

7.写 真 は,写 りの明瞭な もので,手 札判以上の大 きさに焼 き付 けた もの に限 り,図 及び表の扱

 いに準 じて通 し番号,説 明を付けた うえ,そ う入箇所を指定す るもの とす る。ただ し,カ ラー

 写 真は,原 則 として受 け付 けない。

8.本 文又は脚注において文献を指示する場合 は,カ ギ括弧を付 け,著 者名,文 献刊行年次,引

 用 ページ数の順に下記 の例 に従 って記載する。

  [柳田1942:67-69]

  [Leach l961=123]

  [柳田 1942:67-69,1944:20-22;Leach 1961:123]

 ただ し,同 年 次刊行物の場合 は,ア ルフ ァベ ット順によ り,下 記の ように記載 する ものとす る。

  [柳田1942a:20-22][柳 田 1942b:10]

9.脚 注 は,一 つ一つ別紙 に記 し,通 し番号を付ける。なお,本 文 中に脚注をそ う入す る箇所に

 は,脚 注の当該番号を記入 し,別 紙 の脚注 には,本 文のページ数を明記す るもの とす る。

10.本 文及び脚注において参照 した文献 は,す べて原稿の末尾にまとめて下記の方法 により記入

 する。

 (1)文 献の配列は,著 者名の アル ファベ ッ ト順 とす ること。

 (2)文 献の記載 は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社 名の順 とす ること。

  欧文の雑誌 名及 び単行本名は,イ タ リック体 にす るため,原 稿 には下線を引 くこと。また,

  ローマ字人名は,ス モ ール ・キ ャピタル とす るため,二 重下線を引 き,日 本文 の場合 は,論

  題 にカギ括弧,雑 誌名及び単行 本名に二重の カギ括弧を付 けること。雑誌 の巻数及び号数は,

  原則 としてア ラビア数字を用い ること。

  (例)

   論文の場合 (1)

    石 田英 一郎

      1948「 文化史的民族学成立の基本問題 」『民族学研究』13(4):311-330。

    Bohannan, P.

      1973 Rethinking Culture:APr(オect fbr Current Anthropologist. Current

        Anthropology 14(4):357-372.

   論文の場合 (2)

    杉浦 健一  一

      1942 「民間信仰の話」 柳田国男編r日 本民俗学 研究 』 岩波書店,pp.117-143。
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 Lcach, Edmund

    1964 Anthropological Aspects of Language:Anima1 Categories and Verbal Abuse.

         In Eric H, Lennenberg(ed.), New Directions in the Study of Language,

         The M.1,T. Press, pp. 23-63.

単 行 本 の 場 合

 泉  靖 一

    1966r文 明 を も っ た 生 物 』 臼 本 放 送 出 版 協 会 。

 Murdock, George P.(ed.)

    1960 Social Structure iri Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro・

         pology No.29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻 訳 書 の 場 合

 エ リア ー デ,M.

    1974rシ ャ ー マ ニ ズ ム  古 代 的 エ ク ス タ シ ー 技 術  』 堀 一 郎 訳 冬 樹 社 。

 van Gennep, Arnold

    i960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

         versity of Chicago Press.
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